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教育委員会定例会議案等 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟市教育委員会 

 

 



 

令和８年１月教育委員会定例会議事日程 

 

新潟市教育委員会 

日 時 令和８年１月２７日（火） 午前１０時３０分 開会 

場 所 新潟市役所ふるまち庁舎４階 教育会議室１ 

日 程 第１ 会議録署名委員の指名 

 

第２ 報告 

・新潟市教育振興基本計画の進行管理（評価）について・・・・・・１ 

・令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の考察結果及び 

今後の取組について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

・和解及び損害賠償額の決定に係る専決処分について・・・・当日配付 

・和解及び損害賠償額の決定に係る専決処分について・・・・当日配付 

・令和８年度当初予算について・・・・・・・・・・・・・・・・２６ 

 

第３ 次回日程 

２月定例会 令和８年２月１２日（木） 午前１０時３０分  

 

第４ 閉会 

 



 

 

 

 

 

報  告 

 

 

 



 

 

新潟市教育振興基本計画の進行管理(評価)について 

 

 

１ 進行管理（評価）の基本理念 

・進行管理（評価）は、新潟市教育振興基本計画における新潟市の教育が目指す人間像を

実現するために実施する。 

・各基本施策に設定されている指標の評価を通して、施策・事業の着実な実行や改善につ

ながるよう努める。 

・評価方法は可能な限り簡素化し、「評価のための評価」とならないようにする。 

 

２ 方針 

 「指標を目標とし、目標管理を行う」 

・アンケートや調査等の数値を根拠として評価を行う。 

・成果や課題を分析し、事業等の改善にいかす(PDCA サイクル)。 

 

３ スケジュール 

時期 内容 概要 

11～12 月 新潟市教育振興基本計画 

推進本部 

基本施策に関した事業進捗状況の中間報告及

び事務局内の共有を行う。 

３～４月 最終評価 事務局内での最終評価作業。 

 

  ５月 新潟市教育振興基本計画 

推進本部 

最終評価における成果や課題を事務局内で共

有し、推進委員会への報告資料を作成する。 

  ６月 新潟市教育振興基本計画 

推進委員会 

最終評価を推進委員会に報告し、助言・意見

等を伺う。 

７～８月 新潟市教育委員会 

定例会 

最終評価を「教育委員会の点検と評価」とし

て教育委員会に諮り、助言・意見等を伺う。 

  ９月 新潟市議会 

９月定例会 

最終評価を「教育委員会の点検と評価」とし

て文教経済常任委員会において報告する。 

   

４ 最終評価の具体的な内容 

①施策指標、取組指標の評価 

施策指標、取組指標について総合計画 2030 の評価基準に準拠し「Ａ・Ｂ・Ｃ」の３段階

で評価する。 

評価 策定時の数値（現状値） 当該年度の目標値 

Ａ 達成 達成 

Ｂ 
達成 未達成 

未達成 達成 

Ｃ 未達成 未達成 

 

 ②基本施策の評価 

  ①で評価したものを基に、新潟市教育ビジョン（平成 18 年度～令和6 年度）における評

価基準を参考に、「とても順調」「順調」「おおむね順調」「やや低調」「低調」の５段階

で、総合的に基本施策ごとに評価する。 

 

 

 

 

とても順調：指標各項目のＡの割合     100% 

順 調：指標各項目のＡ、Ｂの割合  90%以上 100%未満 

おおむね順調：指標各項目のＡ、Ｂの割合  70%以上 90%未満 

や や 低 調：指標各項目のＡ、Ｂの割合  60%以上 70%未満 

低 調：指標各項目のＡ、Ｂの割合  60%未満 

令 和 ８ 年 １ 月 27 日 
教育委員会１月定例会 
報 告 資 料 

 

 

 

新潟市教育振興基本計画推進体制 

新潟市教育振興基本計画推進体制を次のとおりとする。 

 

 

 

 

                     

    報告       評価・助言 

                     報告 

 

                     助言 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 指示        報告      評価 

 

 

 

 

 

 

 １ 新潟市教育振興基本計画推進本部の所掌事務 

(1) 新潟市教育振興基本計画の施策・事業の評価に関すること。  

  (2) 新潟市教育振興基本計画の実施計画の策定に関すること。 

  (3) その他新潟市教育振興基本計画の推進に関すること。 

 

 ２ 新潟市教育振興基本計画推進委員会の所掌事務 

(1) 新潟市教育振興基本計画の進捗状況について報告を受け、助言を行うこと。 

(2) 新潟市教育振興基本計画の実施計画について意見を述べること。 

(3) その他新潟市教育振興基本計画の進行管理について助言を行うこと。 

新潟市教育振興基本計画推進本部 
【本部長】  教育次長 

（学校管理・生涯学習担当） 

【副本部長】 教育次長 
 （学校教育担当） 

【本部員】  各所属長 
 
・新潟市教育振興基本計画の進行管 
理 

・実施計画の策定 
・施策・事業の評価 

教育委員会事務局各課等 
・事業の実施、進捗状況等の報告 
・各指標に係る調査の実施・分析 

新潟市教育振興基本計画推進委員会 
【有識者、生涯学習（社会教育、学校教

育、家庭教育）関係者、ＰＴＡ、その他

公募による市民など５人以内】 
※学校関係者については、市立小中学校

代表校長からのヒアリングを実施する。 

事務局 
新潟市教育委員会教育総務課教育政策室 
・新潟市教育振興基本計画推進委員会及び

新潟市教育振興基本計画推進本部の事 
務局業務 

 

教 育 委 員 会 
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施策指標、取組指標一覧

生涯学習活動で身に付けた知識や技能を、地域や学校、ボランティア活動に活かしている市民の割合

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していると肯定的に回答した児童生徒の割合（※１）
小６
中３

76.7%
71.7%

小６
中３

80.0%
75.0%

生涯学習ボランティアバンク登録件数

「前年度までに、授業において、児童（生徒）自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合
い、まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れたか」に肯定的に回答した学校の割合

小学校
中学校

89.7%
84.5%

小学校
中学校

92.0%
87.0%

地域のこと（自然・歴史・産業など）にふれたり、調べたりする学習は好きと回答した児童生徒の割合
小６
中３

77.8%
72.3%

小６
中３

79.5%
74.0%

新潟市立図書館に利用登録している市民の割合

学ぶことが楽しいと回答した児童生徒の割合
小６
中３

80.0%

学習や生活において、自分で考え課題を解決したり、自分で判断して行動したりしていると回答した児童生
徒の割合

小６
中３

85.5%
88.1%

小６
中３

91.0%

学校で学んだことを普段の生活の中で役立てていると肯定的に回答した児童生徒の割合
小６
中３

83.6%
81.2%

小６
中３

86.0%

「前年度までに、授業において、児童（生徒）自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合
い、まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れたか」に肯定的に回答した学校の割合

小学校
中学校

89.7%
84.5%

小学校
中学校

92.0%
87.0%

「市教委が情報提供する授業改善のポイントや好取組を踏まえ、自校において授業を改善しているか」に肯定
的に回答した学校の割合

外部と連携した学習・授業支援事業は、「児童生徒の基礎・基本の定着に向けた支援体制の整備・充実に効果
的であった」に肯定的に回答した学校の割合

「アグリ・スタディ・プログラムを体験し、本市の農業への誇りが醸成されたか」に肯定的に回答した小中学生
の割合

中学校３年生のCEFR A1レベル（英検３級）以上の英語力を有する生徒の割合

将来の夢や目標を持っていると回答した児童生徒の割合
小６
中３

80.7%
64.7%

小６
中３

88.0%
76.0%

総合的な学習（探究）の時間の中で、自分で課題を立てて情報を集め、整理して、調べたことを発表するなど
の学習活動に取り組んでいると回答した児童生徒の割合

小６
中３

80.8%
87.4%

小６
中３

85.0%
90.0%

将来の夢や目標を持っていると回答した児童生徒の割合
小６
中３

80.7%
64.7%

小６
中３

86.0%
74.0%

地域のこと（自然・歴史・産業など）にふれたり、調べたりする学習は好きと回答した児童生徒の割合
小６
中３

77.8%
72.3%

小６
中３

79.5%
74.0%

市立高等学校等における地域連携教育活動に参加した生徒数（延べ人数）

総合的な学習（探究）の時間の中で、自分で課題を立てて情報を集め、整理して、調べたことを発表するなど
の学習活動に取り組んでいると回答した児童生徒の割合

小６
中３

80.8%
87.4%

小６
中３

83.0%
89.0%

「運動が好きですか」に対して肯定的に回答した児童生徒の割合
小５
中２

90.4%
81.9%

小５
中２

92.0%
88.0%

健康にすごすために、授業で学習したことや保健室の先生などから教えられたことを、普段の生活に役立て
ていると回答した児童生徒の割合

小６
中３

90.0%
以上

◆自分が健康だと思う市民の割合

１週間の総運動時間（体育授業除く）が60分未満の児童生徒の割合の減少

小５男
小５女
中２男
中２女

10.4%
18.2%
10.0%
23.8%

「朝食を食べています」で「ほぼ毎日」と回答をした児童生徒の割合
小６
中３

89.3%
86.2%

小６
中３

100.0%

「学校給食の時間が、児童生徒にとって安心して食事ができる時間となっているか」の問いに肯定的に回答し
た学校の割合

※１　策定時現状値はR4の数値
※２　往来は「家庭教育に関する講座」でのアンケートであったが、今後は「家庭教育に関する講座等」とするため参考値
※３　隔年実施のアンケートのため、最終目標値はR9の数値
◆　市長部局の関連指標（最終目標値は総合計画2030におけるR12の目標値）

100.0%
現状値
なし

14.5%14.2%

現状値
なし

16.1% 22.0%

145件126件

50.0%

95.0%

90.0%
現状値
なし

95.3%

36.2%

前年割合
より減少

現状値
なし

中間値を
上回る

75.7%

前年度
以上

2,217人

100.0%
現状値
なし

策定時現状値
(R5)

基本方針Ⅰ　生涯を通じて学び、夢や希望に向かって挑戦し続ける人づくり

基本施策１　生涯学び続け、学びをいかし活躍できる機会の充実と支援

最終目標値
(施策指標：R14

　取組指標：R10)

基本施策３　キャリア教育の推進

基本施策２　確かな学力の育成

基本施策４　体力づくり・健康づくり・食育の推進

施策指標

取組指標

施策指標

取組指標

施策指標

取組指標

施策指標

取組指標

施策指標、取組指標一覧
※１　策定時現状値はR4の数値
※２　往来は「家庭教育に関する講座」でのアンケートであったが、今後は「家庭教育に関する講座等」とするため参考値
※３　隔年実施のアンケートのため、最終目標値はR9の数値
◆　市長部局の関連指標（最終目標値は総合計画2030におけるR12の目標値）

策定時現状値
(R5)

最終目標値
(施策指標：R14

　取組指標：R10)

自分や周りの人たちの個性や違いを認めたり、大切にしたりしながら生活していると回答した児童生徒の割
合

小６
中３

84.0%

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思うと回答した児童生徒の割合
小６
中３

96.7%
96.1%

小６
中３

100.0%

◆自分や、周りの人の人権を意識しながら、生活している市民の割合

学習や生活において、自分で考え課題を解決したり、自分で判断して行動したりしていると回答した児童生
徒の割合

小学校
中学校

85.5%
88.1%

小学校
中学校

87.5%
90.0%

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思うと回答した児童生徒の割合
小学校
中学校

85.9%
83.7%

小学校
中学校

89.0%
86.5%

いじめ解消率

学校生活は楽しいと肯定的に回答した児童生徒の割合
小６
中３

88.6%
90.8%

小６
中３

92.0%

特別な配慮を必要とする児童生徒に対する適切な支援や環境が整っていると回答した学校の割合

学校内外の機関等から相談・指導等を受けた、または受けている不登校児童生徒の割合
小学校
中学校

94.9%
86.1%

小学校
中学校

100.0%

日本語指導を受けた幼児児童生徒の日本語能力について、向上したと回答した学校の割合

公立夜間中学の開校に向けた基本構想・基本計画等の策定や教育課程の編成及び開校後の運営

学校内外の機関等から相談・指導等を受けた、または受けている不登校児童生徒の割合
小学校
中学校

94.9%
86.1%

小学校
中学校

100.0%

配慮を要する幼児児童生徒等への個別の教育支援計画作成率

退職教員を配置したサポート実施校への事後アンケートで、児童の支援や教職員の働き方改革に寄与したと
回答した学校の割合

発達障がい通級指導教室を利用する児童生徒の中で、自校で通級による指導を受けることのできる児童生
徒の割合（巡回指導を含む）

外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思うと回答した児童生徒の割
合

小６
中３

76.0%
67.2%

小６
中３

80.0%
71.0%

日本やあなたが住んでいる地域のことについて、外国の人にもっと知ってもらいたいと思う児童生徒の割合
小６
中３

82.0%
63.9%

小６
中３

86.0%
68.0%

◆新潟市は国際的なまちだと思う市民の割合

新潟市サマーイベント（イングリッシュ・デイ、高志サマーセミナー、万代高校BASS）に参加した児童生徒の満
足度

「英語担当教員とALTとの間で、授業のねらいや活動の意図、各学級や一人一人の生徒の実態等について共
通認識を持ち、協力して授業を行うことができているか」に肯定的に回答した中学校の割合

中学校３年生のCEFR A1レベル（英検３級）以上の英語力を有する生徒の割合

自分にはよいところがあると回答した児童生徒の割合
小６
中３

78.7%
小６
中３

84.0%

困りごとや不安があるとき、いつでも相談できる人がいると回答した児童生徒の割合
小６
中３

90.0%

自分や周りの人たちの個性や違いを認めたり、大切にしたりしながら生活していると回答した児童生徒の割
合

小６
中３

84.0%

「道徳の授業では、自分の考えを深めたり学級やグループで話し合ったりする活動に取り組んでいますか」に
肯定的に回答した児童生徒の割合

小６
中３

90.1%
90.8%

小６
中３

92.0%

前年度
以上

77.3%

現状値
なし

70.0%65.9%

95.0%

90.0%

80.0%35.0%

100.0%
現状値
なし

82.4% 95.0%

現状値
なし

100.0%98.0%

96.6%
前年度
以上

50.0%36.2%

現状値
なし

現状値
なし

50.0%18.2%

現状値
なし

69.5%

開校に向けた
準備及び開校

基本方針Ⅱ　豊かな人間性と高い志をもち、協働しながら新たな価値を創造する人づくり

基本施策５　人権を尊重し、多様性を認め合う心の育成

基本施策６　誰一人取り残さない、一人一人の可能性を引き出す教育の推進

基本施策７　創造性に富み、世界とともに生きる力の育成

基本施策８　いのちの教育・心の教育の推進

施策指標

取組指標

施策指標

取組指標

施策指標

取組指標

施策指標

取組指標
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施策指標、取組指標一覧
※１　策定時現状値はR4の数値
※２　往来は「家庭教育に関する講座」でのアンケートであったが、今後は「家庭教育に関する講座等」とするため参考値
※３　隔年実施のアンケートのため、最終目標値はR9の数値
◆　市長部局の関連指標（最終目標値は総合計画2030におけるR12の目標値）

策定時現状値
(R5)

最終目標値
(施策指標：R14

　取組指標：R10)

地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがあると回答した児童生徒の割合（※１）
小６
中３

59.3%
46.9%

小６
中３

70.0%
58.0%

地域や学校で先生以外の大人からほめられたり、認められたりして、うれしいと感じることがあると回答した
児童生徒の割合

小６
中３

82.6%
80.7%

小６
中３

90.0%

学校と地域が協働して「地域とともにある学校づくり」をしていると回答した保護者の割合

コミュニティ・スクールと地域と学校パートナーシップ事業の一体的推進が実現していると回答した学校運営
協議会の割合

こどもふれあいスクールのねらいを意識した運営をしていると回答した運営主任の割合

地域や学校で先生以外の大人からほめられたり、認められたりして、うれしいと感じることがあると回答した
児童生徒の割合

中３ 80.7% 中３ 85.0%

こども見守り隊の参加者数の割合

地域のこと（自然・歴史・産業など）にふれたり、調べたりする学習は好きと回答した児童生徒の割合
小６
中３

77.8%
72.3%

小６
中３

79.5%
74.0%

自分が住んでいるまち（地域）が好きですと回答した児童生徒の割合
小６
中３

90.0%

地域のこと（自然・歴史・産業など）にふれたり、調べたりする学習は好きと回答した児童生徒の割合
小６
中３

77.8%
72.3%

小６
中３

82.0%
76.0%

◆新潟市に住み続けたい市民の割合

◆新潟市の農水産物などに対して誇りや愛着を持つ市民の割合

地域のこと（自然・歴史・産業など）にふれたり、調べたりする学習は好きと回答した児童生徒の割合
小６
中３

77.8%
72.3%

小６
中３

79.5%
74.0%

アグリ・スタディ・プログラムを体験し、本市の農業への誇りが醸成された小中学生の割合

家庭教育に関する講座等で「今後に生かすことができる」と回答した参加者の割合（※２）

家庭で読み聞かせをしていると回答した保護者の割合

こどもの頑張りを認める姿勢を大切にしながら、こどものよいところを見つけて、ほめていると回答した保
護者の割合

◆新潟市は子育てしやすいまちだと思う保護者の割合

子育て学習出前講座保護者向けアンケートで講座の満足度が「大変良かった」「良かった」の割合

「こどもが通っている園（幼稚園、保育園、こども園）の教育（保育）に満足している」と肯定的に回答した保護
者の割合

家庭で読み聞かせをしていると回答した保護者の割合（※３）

78.8%

現状値
なし

80.0%70.0%

基本施策１０　郷土の歴史・文化に親しむ教育の推進

基本施策１１　家庭教育の充実と子育て支援の充実

90.0%
現状値
なし

基本施策９　地域、学校、民間企業、家庭の連携・協働の推進

90.0%

83.5% 86.0%

80.0%
現状値
なし

現状値
なし

現状値
なし

100.0%

100.0%

前年度
以上

9.0%

88.0%78.8%

現状値
なし

90.0%88.9%

88.5% 90.0%

95.0%95.3%

100.0%91.2%

100.0%

施策指標

取組指標

施策指標

取組指標

施策指標

取組指標

基本方針Ⅲ　地域との絆を深め、郷土に誇りと愛着をもって社会に貢献する人づくり

施策指標、取組指標一覧
※１　策定時現状値はR4の数値
※２　往来は「家庭教育に関する講座」でのアンケートであったが、今後は「家庭教育に関する講座等」とするため参考値
※３　隔年実施のアンケートのため、最終目標値はR9の数値
◆　市長部局の関連指標（最終目標値は総合計画2030におけるR12の目標値）

策定時現状値
(R5)

最終目標値
(施策指標：R14

　取組指標：R10)

学校は安全で、安心して過ごしやすい環境であると回答した児童生徒の割合

教育を受ける環境（学校以外も含む）が充実していると回答した保護者の割合

配慮を要する幼児児童生徒等への個別の教育支援計画作成率

退職教員を配置したサポート実施校への事後アンケートで、児童の支援や教職員の働き方改革に寄与したと
回答した学校の割合

こども見守り隊の参加者数の割合

「こどもが通っている園（幼稚園、保育園、こども園）の教育（保育）に満足している」と肯定的に回答した保護
者の割合

公立夜間中学の開校に向けた基本構想・基本計画等の策定や教育課程の編成及び開校後の運営

地域や学校で先生以外の大人からほめられたり、認められたりして、うれしいと感じることがあると回答した
生徒の割合

中３ 80.7% 中３ 85.0%

学校生活において、PC・タブレットなどのICT機器を自ら活用して調べたり、自分の考えをまとめたりしてい
ると回答した児童生徒の割合

小６
中３

90.0%
以上

ICTを活用した授業づくりを実践していると回答した教職員の割合

学校生活において、PC・タブレットなどのICT機器を自ら活用して調べたり、自分の考えをまとめたりしてい
ると回答した児童生徒の割合

小学校
中学校

90.0%
97.0%

小学校
中学校

92.0%
98.0%

ICTを活用した授業づくりを実践していると回答した教職員の割合

主体的・対話的で深い学びの視点で授業改善に取り組んでいると回答した教職員の割合

充実して仕事に取り組めていると回答した教職員の割合

教職員研修の講師として招聘した大学教員の数

「前年度までに、授業において、児童（生徒）自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合
い、まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れたか」に肯定的に回答した学校の割合

小学校
中学校

89.7%
84.5%

小学校
中学校

92.0%
87.0%

充実して仕事に取り組めていると回答した教職員の割合

各研修講座における参加者の満足度

各研修講座アンケートで「今後にいかすことができる」と回答した参加者の割合

基本施策１２　安心・安全で質の高い教育環境の整備・充実

基本方針Ⅳ　多様な学びを支える教育環境の整備・充実

82.8% 90.0%

90.0%89.4%

100.0%
現状値
なし

85.0%
現状値
なし

37人 47人

施策指標

取組指標

現状値
なし

前年度
以上

現状値
なし

基本施策１３　教育ＤＸの推進とＩＣＴ環境の整備・充実

69.5%

現状値
なし

現状値
なし

100.0%

80.0%

95.0%

90.0%
現状値
なし

9.0%
前年度
以上

80.0%
現状値
なし

現状値
なし

開校に向けた
準備及び開校

施策指標

取組指標

施策指標

取組指標

基本施策１４　職員・教員の資質・能力の向上と支援体制の充実

95.0%
現状値
なし

現状値
なし

前年度
以上
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令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果と考察、 

及び今後の取組について 
 

１ 調査結果（推移） 

（１）体力テストの合計点（図１） 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体的に平成 30 年をピークに低下傾向と言えるが、全国平均を上回っており、

政令市ではトップクラスを維持している。 

・新型コロナウイルス感染症（以下コロナ）収束後は、男子では少しずつ上昇傾向

にあり、コロナ前の水準に近づいてきている。 

・女子は、コロナ後横ばいで推移している。 

 

（２）体力テスト８項目の経年変化（資料１） 

  ① 高い項目 

   ・小学校男女では、６項目（50m 走、ソフトボール投げ以外）で毎年全国平均を

超えている。 

・中学校男女は、毎年ほぼ全種目で全国平均を超えている。  

   ・中学校では長座体前屈が全国平均と比べて、毎年３ポイント前後高い。 

② 低い傾向にある項目 

・小学校男女でソフトボール投げが全国平均を下回ることが多い。特に小学校男

子は毎年、全国平均を下回っている。 

   ・中学校女子は令和４年度から反復横跳びが全国平均を下回る傾向にある。 

令和８年１月２７日  
教育委員会定例会  
学 校 支 援 課  
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（３）児童生徒質問紙「体育・保健体育の授業が楽しい」（図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和７年度は、小学校の男女はほぼ全国並み、中学校の男女は全国を若干下回っ

ている。中学校は、令和５年度には大きく落ち込んだが、回復傾向にある。 

・令和元年度から小学校女子を除いて、少しずつ数値は上昇している。 

・小学校女子は、新潟市及び全国で数値が下がっている。 

・中学校女子は、全国との差がやや大きい。 

 

 （４）「どのようなことがあれば今よりも体育の授業が楽しくなるか」（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小学校・中学校の男女ともに「自分のペースでできる」が一番多く、次いで「で

きなかったことができる」、「できる・できないだけで比べられない」、「自分

に合った場やルールでできる」が多い。特に、小学校・中学校ともに女子にその

傾向が強い。 

・小学校・中学校の女子は、「あまり楽しくない」「楽しくない」と回答した２人

に１人が「自分のペースでできる」「できなかったことができる」を望んでいる。 
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（５）児童生徒質問紙「平日の学習以外のスクリーンタイムが３時間未満」の推移（図４） 

                                                   （図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小学校・中学校の男女で、全国、新潟市ともに、減少傾向である。 

・新潟市は令和５年度までは全国との差は大きくはないが、令和６年度から差が広

まりつつある。 

・１週間の総運動時間が短い児童生徒ほど、スクリーンタイムが長い傾向がある。 

 

（６）児童生徒質問紙「運動やスポーツをすることが好き」の推移（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全国、新潟市ともにコロナを境に減少したが、改善傾向にある。 

・新潟市は、中学校男子以外は、全国よりも若干上回っている。 

・小学校、中学校の男子で９割を超える傾向にある。 

・女子は、小学校と中学校の差が大きい。 
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 ・「運動やスポーツをすることが好き」と回答した児童生徒ほど、体力合計点が高

く、１週間の総運動時間が長い。また、卒業後も自主的に運動したいと回答して

いる。 

 

（７）学校質問紙「授業以外の体力向上に関する取組」の推移（図６） 

 

 

 

 

 

 

 

・小学校は令和４年度から大きく減少しているといえる。 

・中学校は令和４年度から全国を上回っていたが、令和６年度から一気に減少した。 

 

 

２ 考察 

 (1) 体力合計点について 

本市の合計点が高い要因を明確に述べることはできないが、下記のような授業

での工夫が要因として考えられる。 
① 本市では、年度当初に各学校で作成する「体力向上ジャンプアップ（資料３）」

により、各学校が自校の実態に合わせて体力向上に取り組んでいる。そのため、

「調査やデータに基づき、PDCA サイクルを確立している（資料２(３)）」に

つながったと言える。 

② 各学校の取組の具体としては、「話合い活動」「ICT の活用」「助け合いや

役割分担」「主体的な態度を育成する授業改善」（資料２(３)）である。特に、

「ICTの活用」が全国よりも大きく上回っていることから、他の取組に活用し、

結果につながっていると言える。児童生徒の回答からも、「目標を意識した学

習」や「教え合う活動」、「ICT の利活用」などの工夫（資料２(２)）が、「で

きる・わかる」といった実感につながっていることが分かる。 

 

(2) 体力テストの各項目について 

① 小学校で「ソフトボール投げ」が全国平均を下回っているのは、下記の理由

で投げる経験が不足していることが要因として考えられる。 

・ 安全面に配慮し、休み時間に体育館でのボール使用を禁止している学校が 

多い。 

・ 教職員の働き方改革による校時表の変更に伴う休み時間等の短縮。 

・ 教職員の勤務時間や休憩時間の適正化に伴う業間体育の減少。 
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② 中学校で「長座体前屈」が全国平均を大きく上回っているのは、以下のことが

可能性として考えられる。 
・ 新潟市は他の政令市と比較して身長が高い（特に男子）ため。 
・ 中学校は、授業や部活動等で専門的なストレッチなどを効果的に行っている

のではないか。 
 

 (3) 課題 

  ① 「授業が楽しい」「運動やスポーツすることが好き」について 

・ 学校は授業改善に取り組んでいると言える。一方で、一律の目標や課題、

内容、方法の提示には改善の余地がある。他人との比較や同じゴールに向か

わせる授業から、児童生徒が自ら課題や学習内容、学習方法を自己決定しな

がらも、仲間と協働して学習を進める「個別最適な学びと協働的な学びの一

体的な充実」をさらに推進する必要がある。 

・「運動やスポーツをすることが好き」と回答した児童生徒ほど、体力合計点

が高いことから、運動やスポーツに対する愛好的な態度を育てることが大切

である。 

・ 授業以外での取組については、小学校での働き方改革、中学校での部活動

の地域展開に係り、改善することは困難な状況である。 

  ② 平日の学習以外のスクリーンタイムについて 

・ 学習用端末の配布だけでなく、児童生徒のスマートフォンの所持率増加な

ども要因として考えられる。家庭での過ごし方が大きく影響していることか

ら、学校と家庭とが連携して取り組む必要がある。 

 

３ 今後の取組について 

 (1) 授業改善 

  ① 児童生徒が自ら課題や学習内容、学習方法を自己決定しながら、自分のペース

で学習に取り組める授業改善の必要性や実践例を周知することにより、「個別

最適な学び」の視点による授業改善を推進する。その際、ICT 活用の可能性に

ついても積極的に取り上げる。 

   ② 児童生徒が、目標や内容、方法、成長を自覚できるようなツールを市教委が提

示する。 

  

(2) 授業以外の取組 

  ① 授業以外の体力向上の取組は、スポーツ庁から出されている取組事例集（資料

４）を活用しながら取り組むことを各学校に促す。 

  ② 部活動の地域展開「中学生のための地域クラブ活動」のさらなる推進を図る。

このことが、小学生の運動スポーツ活動の環境整備にもつながる。  

③ 児童生徒がプロ選手への憧れを持ったり、体育の授業で扱わない種目も含め、

興味関心を高めたりするために、スポーツ庁で行っている「アスリート派遣事業」

について一層周知を図る。  
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 (3) スクリーンタイム 

家庭と連携して取り組むことが大切であるが、市教委としての取組が必要であ

る。教育課程班や生徒指導班で、研究を進めていく。取組をする際には、他機関

との連携を視野に入れる。 
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 16.37 19.81 33.92 42.85 51.66      152.12       

 
 

                                                 

 16.12 18.55 38.98 40.56 39.23      144.09       

 

 

                                                 

 29.63 27.23 48.85 51.77 79.32 7.94 203.53 21.44 

 

 

                                                 

 23.38 22.78 50.18             8.94 169.04 12.75 
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